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英．宿題の実態敢－課題がはっきりした宿題について－
　小学校教員は，表１－１から，高い割合で課題が明
確な宿題を出していることが読み取れる。
　これが，表１－３の全国一斉学力・学習状況調査の
際に児童の回答，約９割５分が宿題をしてくるという
回答に繋がっていると考えられる。
　中学校の教員の場合は，表１－２に現われているよ
うに，担当する教科によって偏りがある。所謂，主要
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１）山形大学地域教育文化学部附属教職研究総合セン
ター
　本稿は，昨年の調査報告に続いての家庭学習の習慣形成に関する調査研究である。今回は，文
部科学省による平成２０・２１年の学力学習状況調査の際に実施した小学校６年生と中学校３年生を
対象とした家庭学習に関する回答をみて，彼らが宿題はして来るが復習・予習をあまりして来な
いのは何故か，その理由を分析することを課題としたものである。
　その理由として，児童生徒が教員から復習・予習の仕方をしっかり指導されていないので，多
くが復習・予習の仕方を身に付けておらず，結果的に復習・予習をしてこないのではないかとい
うことが考えられる。
　今回の調査は，このような仮説を確認するために，教員がどの程度復習・予習の指導をしてい
るか，ということに焦点を当てて，アンケート調査を行った。
　調査に協力していただいたのは，平成２２年の夏に教員免許状更新講習を受講した山形県の教員
である。アンケートに応えていただいた教員には全校種及び養護教諭も含まれていたが，本稿で
考察する際は，高校・特別支援学校の教諭及び養護教諭の回答も集計はしたが，彼らの回答数が
少なかったこともあり，小学校及び中学校の教諭の回答のみに限定した。
　調査の結果は，先述の仮説がほぼ立証されたといえる。教員には，宿題を課すことで，児童生
徒は復習し，また，その過程で学習の仕方・学習習慣を身に付けるであろうという少々若干楽観
的な考えに基づいて，宿題はよく課しているが，復習・予習の仕方は必ずしも十分に指導してい
ないことが明らかになった。
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表１－１　「課題を明示した宿題を課すか」 表１－２　中学校教員の担当教科別による集計
５教科の先生は宿題を課すことが多いようである。し
かし，社会と理科の教員の場合は，英語・数学・国語
の教員と比べると宿題を課すことが少ないようであ
る。
　これは，課題の出し方が難しいことに関係があると
考えられる。音楽・美術・技術・家庭・体育の教員も，
課題を明確にした宿題を課し難いという点で，社会・
理科の教員の事情と似ている。
　小学校教員と中学校教員を比較すると，中学校教員
は課題を出し難い教科の担当教員が含まれるので，相
対的には課題を明確にした宿題を課す教員の割合は少
ない。
衛．宿題の実態柑－自主ノートのような課題を明示し
ない宿題について－
　表２－１と表１－１を比較してみると，小学校教員
の場合は課題を明示しない宿題を課す割合がかなり
減っている。それは，小学生では自分で課題を見つけ
て勉強することが難しいという教員の思い込みがある
ように思われる。
　小学校低学年の時期は，勉強への興味があり，また，
教員や親に認めてもらいたいという欲求から，自主的
に課題を見つけて勉強し，ノートを提出する児童もい
る。家庭学習の仕方を指導しておけば，この時期の児
童の特性を利用することによって，児童は比較的容易
に家庭での勉強の仕方を身に付け，また，さらに学習
習慣も身に付くことがある。
　中学校教員の場合は，国語・数学・英語の担当教員
は若干減少するが，一方，音楽・美術・技術・家庭・
社会の担当教員は生徒に自主的に選択することを認め
る宿題を課す人が増加している。それは，先述のよう
に，国語・算数・数学・英語の担当教員は，課題を明
示し易いので明示した宿題を課すが，他方，音楽・美
術・社会の担当教員は，課題を明示し難いので，生徒
に選択できるような課題を宿題として課すということ
であろう。つまり，教科の特性から，宿題の課し方に
違いが生ずるということであろう。
詠．復習の指導の実態
　小学校教員の場合，表３－１から，教員の３割程度
が復習の指導をしっかりしているようである。見方を
換えれば， ７割程度がときどきはするが，復習の仕方
について必ずしも指導していないということが読み取
れる。表１－１を合わせて考えると，宿題として課
し，そのことによって復習させるというという考えで
あろう。この宿題によって復習ができるというのは教
員の考えで，児童は宿題を必ずしも復習とは捉えてい
ない。それは，表３－３に，復習すると回答していた
児童が約４割５分で，表１－３で，宿題をしてくると
回答した児童が９割５分と，かなりの大きな差がある
ことから読み取れる。
　中学校教員の場合，復習の仕方をよく指導している
教員は全体の３割に届かない。主要５教科の担当教員
についてみても３割に届かない。中学校教員も小学校
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表１－３　「家で学校の宿題をしていますか。」（文科省調査）
表２－１　自主ノートのような課題を明示しない宿題を課
す割合
表２－２　中学校教員の担当教科別による集計
教員と同様に，宿題を課すことが同時に児童生徒に
とっては復習となると考えている教員が多いことが垣
間見える。中学生３年生の場合，宿題をしてくると回
答したのは約８割５分に対し，復習していると回答し
たのは４割程度しかいない。
　この教員と児童生徒のギャップは大きい。つまり，
生徒は，宿題を一種の「強制された勉強」と捉え，復
習を「自主的な学習」と捉えているといえよう。
　このような児童生徒の捉え方は，学習の成果に大き
な違いが出てこよう。「自主的な学習」として復習をし
ている児童生徒は，学習の仕方・スキルを身に付け，
さらには学習習慣も身に付いているということになろ
う。しかし，「強制された勉強」では，学習の仕方・ス
キルが少しは身に付くかもしれないが，学習習慣まで
は身に付かないであろう。
鋭．予習の指導の実態
　小学校の教員の場合，予習の仕方をほとんどしない
教員が５割を超えている。確かに低学年の児童に予習
をさせることは難しいことではあるが，高学年の児童
には，漢字の意味を調べてくること程度は容易にでき
る筈である。字引の引きかたは，一種の学習のスキル
でもあり，漢字指導では非常に重要である。
　中学校の５教科の教員も，小学校教員同様に予習の
仕方を指導していない教員が５割を超えている。数学
の場合は，予習がかえって学校の授業での指導にか
えってマイナスになることがあるのでむしろ予習をさ
せない方がよいことがある。そのような考えが，表４
－２の数学担当教員の回答に現れていると読み取れる。
しかし，英語や国語の場合は，予習が授業の理解に役
立つことが多いが，これらの教科への予習の指導が必
ずしもしっかりなされていないように見受けられる。
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表３－１　復習を指導している割合
表３－２　中学校教員の担当教科別による集計
表３－３　「復習している」（文科省調査）
表４－１　予習の仕方を指導する割合
表４－２　中学校教員の担当教科別による集計
　今回の調査では，予習の指導をしていない理由を尋
ねる質問は設けてないので，その理由の分析は次の機
会にしたい。
液．学級活動での家庭学習の指導の実態
　小学校の学習指導要領の特別活動の学級活動の指導
内容として，「日常の生活や学習に自主的に取り組も
うとする態度の向上に資する活動を行うこと」，と記
載されている。また，中学校の学習指導要領には，
「自主的な学習態度の形成」ということが記されてい
る。
　そこで，学級活動の時間帯でどの程度指導されてい
るか，その質問に対する教員からの回答の集計の結果
が以下の評価５－１と表５－２である。
　小学校教員の場合，学級活動の時間で「よく指導し
ている」教員は２割に達していない。学級活動で指導
すべき内容が多いので止むを得ないのかもしれない。
また，教員の意識として，学習習慣の形成は，学習指
導の一貫であるとして，教科指導の時間で指導すべき
と考えていることを反映していると思われる。
　しかし，学習習慣の形成を生活習慣の指導の一貫と
して捉えている教員は，教科指導の時間以外の時間帯
で指導している場合も見受けられる。例えば，家庭学
習の習慣形成で成功したと思われる指導例として，帰
りの会や「学級だより」を用いて，ノートの使い方の
よい例を示すことによって自主学習の指導をした，と
いう実践例が自由記述欄に記されている。
　中学校教員の場合，学級活動の時間に「よく指導す
る」と回答している教員が２割を超えている。学級活
動で指導すべき内容は，小学校教員同様多いが，小学
校教員以上に「学力の向上」に対する期待が高いこと
の反映と考えられる。
　中学校教員による指導の成功例として多かったの
は，見本となるような自学自習ノートの紹介や生徒相
互の見せ合いというものであった。このような方法
は，教科指導でも行われるであろうが，学級活動での
話合い活動として行われるには適した方法である。
結　び
　家庭学習の習慣形成の確立の指標の一つに，復習・
予習を習慣的に行っていることがあるが，本稿では，
若干甘い基準ではあるが，児童生徒の意識を重視し，
また，文科省が学習状況調査した時の設問も参考にし
て，「家で自分で計画を立てて勉強している」というこ
とを習慣形成の指標とした。
　その文科省の調査，表６に記載されている「自分で
計画を立てて勉強している」児童生徒の割合は，小学
校６年生は５割を若干超えているが，中学校３年生で
は４割に達していない。これらの数字は，前掲の表１
－１の「宿題をしてくる」児童生徒の割合と比較する
と，４割以上の差がある。つまり，宿題を課しても，家
庭学習の習慣形成に繋がらないことを示している。
　「自分で計画を立てて勉強している児童生徒」の割合
は，前掲の表３－３の「復習をしてくる児童生徒」の
割合と比較すると，前者の方が１割ほど多い。それ
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表４－３　「家で学校の予習をしていますか。」
表５－１　「学級活動の中で指導したか。」
表５－２　中学校教員の担当教科別による集計
は，宿題することも，児童生徒にとっては「計画を立
てて勉強」しているという意識からであろう。確か
に，宿題をいつ行うかを決めることは，彼らにとって
は「計画」を立てるということになるのであろう。家
庭学習の時間を確保することは，塾に通っている児童
生徒にとっては，非常に重要なことであるので，宿題
をすることも「計画的」と回答しても止むを得ない。
　宿題をすることも「計画的に勉強している」のカテ
ゴリーに入れたので，復習をしてくる児童生徒は，言
うまでもなく，自分で計画を立てて勉強していると回
答していると考えられる。彼らは，計画的に勉強して
いるので，当然学習の仕方も身に付けているといえ
る。また，彼らは家庭学習の習慣も身に付いているで
あろう。
　課題を明示しない宿題の場合は，どうであろう。前
掲の表２－１によれば，小学校教員は「よく課す」と
いう教員が６割近く，中学校教員も５割いるが，表６
の数字と比較すると，１割程度の差しかない。これは，
学習習慣の形成の点で，課題を明示した宿題よりは若
干効果があるといえる。
　しかし，そのような指導が，確実に成果がある指導
になるとは限らないことも留意して置かねばならな
い。つまり，「自学自習ノート」のようなことを宿題と
課している場合は，それは，あくまでも児童生徒に
とっては「強制された」学習でしかなく，自主的な学
習でない。担任教員あるいは教科担当教員が交代すれ
ば，それが継続するとは限らないからである。児童生
徒が自主的・計画的，かつまた継続的に学習するよう
に工夫することが不可欠である。
　それでは，そもそも何故，児童生徒は，習慣的に家
庭学習しないのだろうか。今回は，理由についてはア
ンケートの調査項目ではないので，正確には分析でき
ないが，文科省の調査から，推察してみることにする。
　その一つの理由に，下記のグラフにも示されている
ように，多くの児童生徒が，たとえば小学校６年生は
５割超が，中学校３年生は６割超が，塾に通っている
ということが考えられる。
　塾に通っていることの問題は２つある。その一つ
は，塾に通っているために，児童生徒が自分で計画的
に勉強する時間がとれないことである。
　もう一つは，児童生徒や親が塾での勉強が学校の勉
強を復習していることと同じと思い違いしていること
である。塾では，短い時間しかとれないこともあっ
て，どうしても問題の解き方を「教えられる」指導が
中心になり，自分で解き方を「習得」することがなか
なかできないことである。結果的に，塾に通うことで
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表６　「家で自分で計画を立てて勉強していますか。」
　　　（文科省調査）
表７　「学習塾で勉強していますか」（文科省調査）
グラフ１　通塾と成績（文科省調査）
　　　　　平成２１年度全国学力・学習状況調査【中学校】
学び方を習得するのが妨げられることもある。それ
は，塾に通っても必ずしも成績が上がらないことに示
されている。
　それで，結局は，「学び方」の指導は，塾と比べれば
圧倒的に多くの時間がとれる学校で指導することが肝
要である。
　しかし，市川伸一のことば，「授業だけで，学習が成
立するものではない （１」ということも忘れてはならな
い。認知心理学・学習心理学の知見では，知識・技能
の定着は授業の時間だけではかなり難しいということ
である。
　従って，教員は，授業で知識・技能を教えると同時
に学び方・学習スキルを教え，さらに知識・技能を定
着させるために，家庭学習の仕方，特に復習や予習の
仕方を教えることが求められている。平成２０年の学習
指導要領の総則で，学習習慣の確立が強調されている
のも，このような考えに基づいている。
　この学習習慣の形成というのは，一日の生活の中に
家庭学習の時間を組み入れた日々の過ごし方を指導す
ることにもなる。それで，家庭学習の習慣形成の指導
は，教科指導という面だけでなく生活指導の面も含ん
だ指導になる。教科指導は将来の職業生活に繋がる
が，一日の過ごし方の指導というような生活指導は，
学校に通学している期間だけでなく生涯に亙って時間
の過ごし方，つまり，時間をコントロールすることを
学ぶことにも通じる。
　このように考えると，家庭学習の指導は，平成２２年
に公表された「生徒指導提要」に記されている生徒指
導の目標としている自己指導力の育成にも繋がる非常
に重要な教育活動といえる。今回のアンケート調査か
らは，残念ながら，家庭学習の指導が十分に行われて
いるとはいえなかったことが明らかになった。
　最後に，今回のアンケート調査で，学習習慣の形成
に成功した指導例として先生方が挙げてくれたものを
若干紹介して本稿を閉じることにする。
　小学校の教員からは，家庭学習の仕方の指導法とし
てノートの使い方を紹介するという回答が最も多く，
習慣形成に導く方法として児童の自主学習に対する教
員によるコメントやほめるなどの評価をすること，ま
た，家族に対して励まして欲しいという協力要請など
が回答されていた。
　中学校の教員からも，小学校教員と同様に，自主学
習ノートの紹介と毎日の評価という回答が寄せられて
いた。家族への協力要請は小学校教員の場合よりかな
り減っている。生徒相互の学習方法についての情報交
換という回答も少しあった。
　両者に共通しているところは，ノートの使い方の指
導と生徒の自主的学習への評価である。前者は，学習
スキルの習得と深く結び付いている。後者は，児童生
徒の他者から認めてもらいたいというこの時期の特性
を踏まえたものである。
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１）『学ぶ意欲とスキルを育てる』　小学館，３３頁 
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［付記］今回の調査において，アンケートに回答して
いただい教員の皆さま，そしてアンケートの集計に協
力してくれた教職大学院の４人の院生，相澤さん，及
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地域教育文化学部同窓会）に感謝申し上げます。
８６ 渡邉：家庭学習の習慣形成についての指導に関するアンケート調査報告（Ⅱ）
グラフ２　平成２１年度全国学力・学習状況調査【中学校】
８７山形大学　教職・教育実践研究　６，８１～８７，２０１１
